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二2 次 元 写 像 もこお iす る

























Tn (X,Y)- (AsX十¢S (X,Y),A.,Y十¢U (X,Y)),
ただし 1/入S >1,人U >1,¢S (0,0)-¢U (0,0)-0,
T34'S.I,(0,0)/aX-34･S..I(0,0)/クY-0
94･S (X,Y)/eYf x-0-0, 郎 U (X,Y)//9Xfy=0 -0･
V内のX軸上の点Qにおいて不安定多様体が漸近接触をしているとすると､不安定多
様体上の点でQに集積する点列Qiをとれる (図1参照)｡以後Qiの運動に注目する｡
初期値をX｡-X (Qi)-X (Q),Y｡-Y (Qi) (X｡,Y.くく1)とし､
以下ではnjをJと､nj十 nをj十1と略す｡Ⅴ内での写像関数は
Xj十1-人sXj + [9¢S (Xj (Q),0)/2?X]Xj
十 [Q¢S (Xj (Q),0)/aY]Yj,
YJ十1-人UYj 十 .[ク¢t'(XJ (Q),0)/eY]Yj .
ここで非線形項の中で最も大きな項のオーダーをkとする｡Ⅴ内のY和上に任意の点P
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X方向:0<Xj (Q)十XJ <∂.ただしXJ (Q)-Asj X(Q)くく 1である.
ので無視できて､条件は 0<XJ<∂ である｡
Y方向:SY-8<Yj <8Y十 8.よって YJ～_8Y ｡
V内での写像関数と上記の条件より軌道が点Pに近づける最小値SMINが得られる｡
SM川 -0 (kSY/ (人U一 入S)) (注意 :8Y-0 (e｡)).
ここでk<(1-人s/Au)2 を満たすようにkをとる｡これは k-0 (e｡)<
(1-人S/Au)2 <1 を満たすような小さなVを用意することを意味する｡よって
SbIIN<0 (e｡∧/人U)<0 (e｡). (A-1一人S/人｡).
つぎにVの大きさとしてX軸方向の大きさを8 ." N 程度にとり同じ議論を繰り返すこと
ができる｡そして新たなS M.Nを順次きめることができる｡最初の8."NをSy,IN川 と






























用いた写像は Xn'1 -Yn ､Yn.1 --aYn 十Yn 3 -JXn :∫-0.4,a-
1･8863｡Wul (q-) (wul (q十))がWul (q十 ) (Wul (q_)に
集積している｡そしてWul (q十)がWsl (q-)に接触しこWul (q_)が
Ⅳsl (q十)に接触している｡
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